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パパ＆ママのための「夫婦会議」講座 

カップル同志や夫婦ふたりだけの場合

は、比較的すれ違いは生じにくいですが、

妊娠から産後・育児期においては、夫は仕

事、妻が育児・家事にと夫婦間の役割が分

断されがちで、家事・育児の協力体制など

の大切な会話が疎かになっている夫婦が

多く、すれ違いが生じがちだとお話されま

した。そのため、対話を通じて、よりよい

夫婦関係を築く「夫婦会議」が必要である

ということでした。 

産後うつ、産後クライシス（※夫婦間の

愛情低下）などの「産後の危機」を乗り越

えていくには、①子育ては母親・父親１人

だけではできないこと、②祖父母や地域の

方々など周囲の理解と協力を得る努力を

惜しまない、工夫や努力を重ねても無理な

ら周りを頼ること、③夫婦のパートナーシ

ップを優先することなどが挙げられまし

た。より良い夫婦会議を行うためのまとめ

として、対話を支える３つの力として、①

「伝える」（事実や出来事だけではなく、

自分の感情や考えをできるだけ正確に伝

えること）、②「聴く」（言葉の表面だけで

判断せず、その背景を想像したり、察した

りして聴く姿勢が大切であること）、③「問

う」（お互いの感情や考えに関心を持ち、

相手の本質にアプローチする意識で問う）

ことが大切であるとお話されました。 

 

「夫婦会議」講座は市が目指す「男女が

ともに歩むまちづくり基本条例」の中で

も、基本理念４（ともに家庭的責任を持ち、

対等に参画できる環境づくり）や基本理念

５（性と生殖に関する自己選択権の尊重）、

基本理念６（暴力や虐待、ハラスメントの

ない社会づくり）に基づき、企画したもの

です。市民に広く、良好なパートナーシッ

プの形成を促し、ひいては子どもたちの安

心した成育環境形成にもつながっていく

ことから、行政が関わることに十分意義が

あると考え、男女共同参画の推進に寄与す

ることを目的として開催しました。新型コ

ロナウイルス感染拡大防止措置により、オ

ンラインでの開催となりました。 

 
パパ＆ママのための「夫婦会議」講座 

◆企画・運営・講師 

  夫婦会議アドバイザー（Logista 株式

会社共同代表）  

長廣百合子さん、長廣遥さん 

◆会 場：オンライン講座（Zoom） 

 ※市中央公民館から変更しました。 

◆参加者：のべ３組 

第１回 ８月２９日（日）  

〇パパ＆ママのための 

「夫婦会議の始め方講座」  

第１回目では、夫婦会議を始める準備と

して産前産後の現実や対話のコツを学び、

夫婦間の協力体制やより良い子育て環境

づくりのヒントを得ること、家事、育児、

働き方における理想と課題を整理するこ

とが挙げられました。 

「夫婦会議」とは、人生を共に創ると決

めたパートナーと、より良い未来に向けて

対話を重ねて行動を決める場で、その土台

は『夫婦は「世帯の共同経営者」』であると

いう考えです。それは、“わたし”だけで

はなく、“わたしたち”で未来を創るとい

う姿勢で理想をカタチにする思考法です。

「わたしたちとして、どうする？」と考え、

共同経営者感覚で夫婦会議を行うと、対話

が前向きに進むとお話しされました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 ９月１１日（土）  

〇パパ＆ママのための 

「夫婦会議の体験講座」  

 

「夫婦で子育て」を実践する上で大切

な「考え方、行動、対話の手法」を解説

しながら、実際に夫婦会議ツール「世帯

経営ノート」をもとに夫婦会議を体験し

てもらいました。 

夫婦会議の要は、たわいもないおしゃ

べりから始まって、互いに意見を出し合

う「議論」から価値観の違いを尊重し、互

いに納得のいく結論へと導く「対話」へ

とステップアップして進めていくことに

あります。 

夫婦会議を進めていくにあたっては、

まず、「どんな自分や夫婦・家族でいたい

のか？」「なぜそう思うのか？」など「ビ

ジョン」を共有することが必要です。あ

りたい姿や目指したい未来は夢や目標に

関わる重要なテーマを含む内容で、子ど

もの成長とともに変化することも多いた

め、お互いに関心を持って定期的に話し

合うことが大切です。対話の中で無意識

の偏見・思い込み（アンコンシャスバイ

アス）から生じる「言葉や態度、勝手な解

釈」が否定的なメッセージとして相手を

傷つけてしまう事態は避けなければなり

ません。 

より良い「夫婦会議」のための対話の

方法にはお互いの感情や考えに関心を持

ち、質問を重ねながら、言葉の背景にあ

る感情や考えを汲み取る努力をすること 

です。繰り返しやり取りを重ねても、価

値観が交わらないときはひとまず、「そう

いう感じ方・考え方もあるのだな」と受

け止め、その後に一呼吸置いて考えるこ

とが大切であるとのことです。 

また、「迷惑をかけたくない」と遠慮し

たり、「夫婦だから言わなくても分かるは

ず」と過信したり、「元々は他人なんだか

ら分かるはずがない」と諦めたりせず、自

分の感情や考えを伝えていくことも必要

です。 

夫婦会議で両親が対話を通じて協力し

合う姿を示すことは、①子どもの「対話力」

の礎となる②夫婦が築く家庭環境が子ど

もに大きな影響を与えるということです。 

参加者からは、「夫婦で対話をする時間

が持ててよかったです。」という感想が上

がりました。 
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